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１．本調査の目的・概要 

 

●本調査の目的 

札幌市の人口動態においては、20代の若者の道外への転出者数が、全年代の中で最も多い状況にあり、

市内の学生（大学生及び大学院生）の約４割が卒業後の進路として道外への就職を選んでいることが一

因となっている。 

このような状況を踏まえ、市内 17大学における就職支援体制や取組をヒアリング調査によって把握し、

札幌市が取り組むべき若者の道外への転出を防ぐ施策の方向性を検討するための基礎資料として活用す

ることを目的として実施した。 

 

●本調査の概要 

①市内大学の就職支援担当部署に対するヒアリング調査 

①－１ 在学生（大学生及び大学院生）の出身地構成と就職状況の把握 

①－２ 学生に対する就職支援の体制 

①－３ 就職支援担当部署の業務内容 

①－４ 就職支援の取組の実施状況 

①－５ 学生の就職活動の意識や傾向 

①－６ 学生の就職活動における市内企業の位置づけ 

①－７ 各大学における就職支援策の課題 

①－８ 札幌市に求める就職支援施策 

 

②ヒアリング調査結果の分析と調査報告書の作成 

②－１ ヒアリング調査結果の分析 

②－２ 調査報告書の作成 

 

③次年度に実施する調査に伴う準備 

③－１ アンケート調査項目の検討と調査票レイアウトの作成 

③－２ 市内 15大学への平成 27年度調査実施に係る協力依頼 
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２．市内大学の概況 

 

①各大学の学部・学科編成 

札幌市内には、17大学（45学部）があり、その定員は 9,380人となっている。 

 

■ 札幌市内大学一覧（平成 26年度） ■ 

 

 

 
注）平成 26年度北海道学校一覧（北海道）及び各校ＨＰにより作成。 

設置

区分
学部名 学 長 名 郵便番号 電 話 番 号

文 185 山 口 佳 三 （本部）

(10) 060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-716-2111

教育 50 （文学部）

(10) 060-0810 札幌市北区北１０条西７丁目 011-716-2111

法 200 （教育学部）

(10) 060-0811 札幌市北区北１１条西７丁目

[10]  （法学部・経済学部）

経済 100 060-0809 札幌市北区北９条西７丁目 011-716-2111

90

190

理 50 （理学部)

35 060-0810 札幌市北区北１０条西８丁目 011-716-2111

75

80

60

300

医 107 （医学部)

[5] 060-8638 札幌市北区北１５条西７丁目 011-716-2111

70

(10)

37

(3)

37

(3)

18

(2)

18

(2)

287

(20)

[5]

歯 53 （歯学部)

50 060-8586 札幌市北区北１３条西７丁目 011-716-2111

30 （薬学部)

80 060-0812 札幌市北区北１２条西６丁目 011-716-2111

工 160 （工学部)

180 060-8628 札幌市北区北１３条西８丁目 011-716-2111

120

210

670

(10)

農 36 （農学部）

30 060-8589 札幌市北区北９条西９丁目 011-716-2111

35

36

23

30

25

215

獣医 40 （獣医学部）

2,270 060-0818 札幌市北区北１８条西９丁目

(60) ( )内は第３年次編入学定員で外数

[15] [ ]内は第２年次編入学定員で外数

教育 270 本 間 謙 二 002-8501 札幌市北区あいの里５条３丁目１番３号 011-778-0206

（ 札 幌 校 ） 002-8502 札幌市北区あいの里５条３丁目１番５号 011-778-0304

国立

応 用 理 工 系 学 科

薬

計

化 学 科

医 学 科

物 理 学 科

機 械 知 能 工 学 科

計

数 学 科

学 科・課 程 名

検 査 技 術 科 学 専 攻

薬 科 学 科

理 学 療 法 学 専 攻

経 営 学 科

薬 学 科

計

応 用 生 命 科 学 科

(10)
情 報 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 学 科

入学定員

人 文 科 学 科

教 育 学 科

生 物 環 境 工 学 科

環 境 社 会 工 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

生 物 資 源 科 学 科

生 物 機 能 化 学 科

共 同 獣 医 学 課 程

森 林 科 学 科

住　　　　　　　　所

歯 学 科

生 物 科 学 科

地 球 惑 星 科 学 科
計

作 業 療 法 学 専 攻

保 健 学 科

看 護 学 専 攻

放 射 線 技 術 科 学 専 攻

計

法 学 課 程

経 済 学 科

学　　校　　名

北 海 道 大 学

北 海 道 教 育 大 学

畜 産 科 学 科

農 業 経 済 学 科
計

270

教 員 養 成 課 程

合　　　　　　　　　　　　計

設置

区分
学部名 学 長 名 郵便番号 電 話 番 号

医 110 島 本 和 明 060-8556 札幌市中央区南１条西１７丁目 011-611-2111

保健 50
医療 20 ( )内は専攻科定員で外数

20

90

専攻科 (20)

200

(20)

住　　　　　　　　所

道立

学　　校　　名 学 科・課 程 名 入学定員

助 産 学 専 攻 科

札 幌 医 科 大 学

計

合　　　　　　　　　　　　計

作 業 療 法 学 科

（北海道公立大学法人） 看 護 学 科
理 学 療 法 学 科

医 学 科

設置
区分

学部名 学 長 名 郵便番号 電 話 番 号

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 85 蓮 見 孝 （デザイン学部）
(10) 005-0864 札幌市南区芸術の森１丁目 011-592-2300

85 （看護学部）

(10) 060-0011 札幌市中央区北１１条西１３丁目 011-726-2500
看護 80

(10) (1)各学部( )内は第３年次編入学定員
80 　で外数

(10) (2)専攻科( )内は専攻科定員で外数
専攻科 (10)

165
(30)

学　　校　　名 学 科・課 程 名 入学定員 住　　　　　　　　所

（公立大学法人）

計

計

市立

デ ザ イ ン 学 科

看 護 学 科

札 幌 市 立 大 学

合　　　　　　　　　　　　計

助 産 学 専 攻 科
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設置

区分
学部名 学 長 名 郵便番号 電 話 番 号

桑 原 真 人 062-8520 札幌市豊平区西岡３条７丁目３番１号 011-852-1181

110 山 田 清 志 005-8601 札幌市南区南沢５条１－１－１ 011-571-5111

（ 札 幌 キ ャ ンパ ス ） 80

70
240

70

70

140

文 80 喜 田 勲 001-0016 札幌市北区北１６条西２丁目１－１ 011-736-0311
80

80

240
人間 80 061-3204 石狩市花川南４条５丁目７ 0133-74-3111
生活 80

80
240

文 113 田 村 信 一 004-8631 札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号 011-891-2731
(14)

90 ( )内は第３年次編入学定員で外数
(10)

203
(24)

経済 152

(6)
102
(6)

110

(10)
364
(22)

社会 85

福祉 (10)
85

(10)

64
(7)

234
(27)

801
(73)

経済 （ 一 部 ） 160 木 村 和 範 062-8605 札幌市豊平区旭町４丁目１番４０号 011-841-1161

（ 二 部 ） 75
（ 一 部 ） 140 ( )内は第３年次編入学定員で外数
（ 二 部 ） 45

420

経営 （ 一 部 ） 160
（ 二 部 ） 100
（ 一 部 ） 140

400

法 （ 一 部 ） 155

(20)

（ 二 部 ） 120

（ 一 部 ） 100

(10)

（ 二 部 ） 60

435
(30)

人文 （ 一 部 ） 100

（ 二 部 ） 40

（ 一 部 ） 95

（ 二 部 ） 30

265
工 60 064-0926 札幌市中央区南２６条西１１丁目 011-841-1161

70 １－１
70

60
260

1,780

(30)
工 92 苫 米 地 司 006-8585 札幌市手稲区前田７条１５丁目４－１ 011-681-2161

90
80

80  
50

392

保健 80
医療 40

50
70

50
290

未来 80
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 50

130

心理 75 新 川 詔 夫 002-8072 札幌市北区あいの里２条５丁目1番地 011-778-8931

科 (2)

60

(10)
135
(12)
135

(12)

生物 生 物

海 洋 生 物 科 学

計

東 海 大 学 国際文化 地 域 創 造 学 科

合　　　　　　　　　　　　計 380

学　　校　　名 入学定員 住　　　　　　　　所

私立

デ ザ イ ン 文 化 学 科

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 科

電 気 電 子 工 学 科

都 市 環 境 学 科

理 学 療 法 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

情 報 工 学 科

地域共創
学群

812

札 幌 大 学

（ 札 幌 あ い の 里 キ ャ ン パ ス ）

臨 床 心 理 学 科

法 律 学 科

政 治 学 科

計

経 済 学 科

経 済 学 科

電 子 情 報 工 学 科

人 間 社 会 学 域

計

900

900

計

英 文 学 科

英 米 文 化 学 科

建 築 学 科

保 育 学 科

480

計

人 間 社 会 学 科

福 祉 計 画 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

社 会 環 境 工 学 科

日 本 文 化 学 科

英 米 文 化 学 科

経 営 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

法 律 学 科

日 本 文 化 学 科

看 護 学 科

学 科・課 程 名

経 営 情 報 学 科

計

計

計

計

計

経 済 法 学 科

地 域 経 済 学 科

経 営 学 科

人 間 生 活 学 科
食 物 栄 養 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

北 海 道 医 療 大 学

経 済 学 科

福 祉 臨 床 学 科

計

地 域 経 済 学 科

言 語 聴 覚 療 法 学 科

建 築 学 科

機 械 工 学 科

義 肢 装 具 学 科

生 命 工 学 科

計

英 語 文 化 学 科

経 営 情 報 学 科

福 祉 心 理 学 科

計

合　　　　　　　　　　　　計

計

計

心 理 ・ 応 用 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 学 科

藤 女 子 大 学
日 本 語 ・ 日 本 文 学 科

北 海 道 科 学 大 学

計

メ デ ィ ア デ ザ イ ン 学 科

北 星 学 園 大 学

政 治 学 科

文 化 総 合 学 科

北 海 学 園 大 学

合　　　　　　　　　　　　計

臨 床 工 学 科

診 療 放 射 線 学 科
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設置
区分

学部名 学 長 名 郵便番号 電 話 番 号

商 100 森 本 正 夫 062-8607 札幌市豊平区豊平６条６丁目１０ 011-841-1161
50

人文 75 越 塚 宗 孝 004-8602 札幌市清田区清田４条１丁目４－１ 011-881-8844

　

70

50

195

スポ 60
ーツ 60
人間 120
観光 90

60

150

87 武 藏 学 065-0013 札幌市東区北１３条東３丁目１－３０ 011-741-1051
85

80 巌 城 孝 憲 065-8567 札幌市東区北１６条東９丁目１－１ 011-742-1651
70

150
社会 70

看護 100 稲 葉 佳 江 007-0894 札幌市東区中沼西４条２丁目１－１５ 011-729-3350

保健 80 傳 野 隆 一 004-0839 札幌市清田区真栄434-1 011-885-7711
医療

学　　校　　名 学 科・課 程 名 入学定員 住　　　　　　　　所

計

看護
栄養

合　　　　　　　　　　　　計

札 幌 保 健 医 療 大 学

100

日 本 医 療 大 学 看 護 学 科

観 光 ビ ジ ネ ス 学 科

計

国 際 観 光 学 科

合　　　　　　　　　　　　計 220

ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

商 学 科

150

心 理 学 科

観 光 産 業 学 科

465

看 護 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

172

ス ポ ー ツ 指 導 学 科

合　　　　　　　　　　　　計

計

現 代 文 化 学 科

臨 床 心 理 専 攻

こ ど も 心 理 専 攻

札 幌 国 際 大 学

札 幌 大 谷 大 学

合　　　　　　　　　　　　計

天 使 大 学

計

看 護 学 科

芸術

北 海 商 科 大 学

音 楽 学 科

栄 養 学 科

美 術 学 科

地 域 社 会 学 科

80



5 

 

②各大学の学生数、入学者数等 

平成 25年度の学校基本調査から学生数をみると、総数は男性 30,128人、女性 17,208人で外国人を

含めると 47,336人となっている。 

 

■ 学部数と学生数（平成 25年度学校基本調査） ■ 

 
出典）札幌市統計書（札幌市）：以下同じ。 

北海道大学水産学部には、函館市所在の函館キャンパス分を含む。 

藤女子大学には、23年度まで石狩市所在の人間生活学部を含む。 

平成 26年度に実施された各大学の学部統廃合は反映されていない。 

平成 26年に開学した日本医療大学は含まない。 

  

15 52 50,855 1,183 33,140 17,715 31,342 17,180 1,798 535 20

15 53 50,465 1,317 32,556 17,909 30,733 17,384 1,823 525 21

15 53 50,312 1,555 32,234 18,078 30,423 17,558 1,811 520 22

15 53 49,416 1,781 31,342 18,074 29,531 17,547 1,811 527 23

15 51 47,839 1,799 30,752 17,087 28,974 16,577 1,778 510 24

16 53 47,336 1,802 30,128 17,208 28,395 16,698 1,733 510 25

1 北 海 道 大 学 国 立 13 18,043 1,440 12,835 5,208 12,835 5,208 － － 1

2 北 海 道 教 育 大 学 国 立 1 1,364 44 559 805 559 805 － － 2

3 札 幌 医 科 大 学 道 立 2 1,462 8 879 583 879 583 － － 3

4 札 幌 市 立 大 学 市 立 2 838 12 163 675 163 675 － － 4

5 北 海 学 園 大 学 私 立 9 8,708 33 6,232 2,476 4,499 1,966 1,733 510 5

6 札 幌 大 学 私 立 6 3,448 198 2,563 885 2,563 885 － － 6

7 北 星 学 園 大 学 私 立 3 3,818 7 1,752 2,066 1,752 2,066 － － 7

8 藤 女 子 大 学 私 立 1 1,148 － － 1,148 － 1,148 － － 8

9 北 海 道 工 業 大 学 私 立 4 2,782 9 2,518 264 2,518 264 － － 9

10 東 海 大 学 私 立 3 1,415 3 1,014 401 1,014 401 － － 10

11 札 幌 国 際 大 学 私 立 3 1,341 26 777 564 777 564 － － 11

12 天 使 大 学 私 立 1 819 － 21 798 21 798 － － 12

13 北 海 道 医 療 大 学 私 立 1 632 － 211 421 211 421 － － 13

14 北 海 商 科 大 学 私 立 1 733 22 440 293 440 293 － － 14

15 札 幌 大 谷 大 学 私 立 2 679 － 140 539 140 539 － － 15

16 札 幌 保 健 医 療 大 学 私 立 1 106 － 24 82 24 82 － － 16

＃ 外 国 人 男 女 男

夜 間

女 男

学 生 数

総 数 昼 間 年 度
及 び
学 校女

年 度 及 び 学 校
学 校 数

( 設 置 者 )
学 部 数

総 数

24     年     度

25     年     度

平     成      20     年     度

21     年     度

22     年     度

23     年     度
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■ 学部別学生数と入学志願者数、入学者数（平成 25年度学校基本調査） ■ 

 

人
文

科
学

社
会

科
学

理
学

工
学

農
学

保
健

家
政

教
育

芸
術

そ
の

他

1
)

2
)

3
)

4
)

5
)

6
)

7
)

8
)

9
)

1
0
)

平
  

  
 成

  
  

  
2
0
  

  
 年

  
  

 度
7
,1

8
6

4
2
,4

7
5

7
,2

5
1

1
5
,9

7
9

1
,3

4
3

7
,8

9
0

2
,1

3
0

4
,4

2
3

1
,4

0
8

1
,4

5
7

5
9
4

－
2

－
1
,1

9
2

3
3
,6

1
2

2
1
,1

2
7

1
2
,4

8
5

9
,9

7
4

6
,2

7
6

3
,6

9
8

2
0

2
1
  

  
 年

  
  

 度
7
,1

4
5

4
2
,2

0
6

7
,1

9
2

1
5
,9
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③卒業後の状況 

 平成 25 年度の学校基本調査から卒業後の状況をみると、卒業者の総数が 8,821 人で進学者が 1.492

人（総数に占める割合 16.9％）、就職者が 5,254人（同 59.6％）などとなっている。 

 

■ 専攻別の卒業後の状況（平成 25年度学校基本調査） ■ 
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３．市内大学の就職状況 

 

①データからみた就職の状況 

①－１ 入学時の状況 

今回の調査結果から入学時の状況をみると、「札幌」が国公立で 29.1％、私立で 52.3％となり、

全体では 39.9％と推計された。国公立では「道外」が高く、私立で低くなっているが、それぞれの

内訳をみると理系大学でも「道外」が高くなる傾向にある。 

なお、平成 25 年度学校基本調査をみると、北海道にある大学入学者数は 18,757 人で、このうち

北海道にある高校出身者が 14,034 人、割合は 74.8％となっており、今回の推計値 68.6％をやや上

回っている。 

 

■ 入学時の出身高校の所在状況（推計）■ 

 

注）入学時の出身高校の所在地について、データ提供のあった国公立大学３校と私立大学８校の状況

に加え、その他のヒアリング結果等を加味し、実際の入学者数を考慮して推計した。 

なお、提供されたデータは大学によって平成 20 年から 26 年まで年次にばらつきがあったが、大

学ごとに大きな変動がなかったため、平均値を用いた。 

  

29.1% 

52.3% 

39.9% 

18.2% 

40.8% 

28.7% 

52.6% 

5.0% 

30.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国公立 

私立 

全体計 

札幌 札幌以外道内 道外 
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①－２ 就職先の状況 

 卒業時の進路をみると、札幌市内大学の卒業者のうち、「就職者」が 62.5％、「進学者」が 16.4％

となっており、それぞれ全国と比べると、「就職者」が 7.3 ポイント下回り、「進学者」が 5.3 ポイ

ント上回っている。 

 大学院卒業者をみてもほぼ同様の傾向にあるが、いわゆる「就職浪人」を含む「上記以外の者」

が 15.4％となっており、全国のそれを 3.4 ポイント上回るなど、就職環境は相対的に悪いと考えら

れる。 

 

■ 卒業時の進路（平成 26年） ■ 

 

 

 また、大学卒業者の産業別の就職状況をみると、大分類別で 10％を超えている産業は、「卸売業、

小売業」（18.0％）、「医療、福祉」（12.9％）、「公務」（10.9％）となるが、全国との対比では、「公

務」が 5.0ポイント高い一方、「製造業」では 3.3ポイント低くなっている。 

 大学院卒業者をみてもこの傾向が当てはまるが、全国では理系を中心に「製造業」への就職者が

41.0％となっているのに対し、札幌市内大学では 30.6％となっているほか、「教育、学習支援業」が

14.1％となっており、全国を 5.2ポイント上回っている。 

 

 

  

16.4% 

11.1% 

10.9% 

9.9% 

62.5% 

69.8% 

71.0% 

74.2% 

13.6% 

12.1% 

15.4% 

12.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

札幌：大学卒(8,954人) 

全国：大学卒(565,573人） 

札幌：大学院卒(2,432人) 

全国：大学院卒(73,154) 

進学者 就職者 

臨床研修医 専修学校・外国の学校等入学者 

一時的な仕事に就いた者 上記以外の者 

死亡・不詳の者 
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■ 産業大分類別就職先（平成 26年） ■ 

産業大分類 
大学卒 大学院卒 

人数 比率 全国比率 人数 比率 全国比率 

農林漁業 18 0.3% 0.3% 19 1.1% 0.4% 

鉱業、採石業、砂利採取業 3 0.1% 0.0% 8 0.5% 0.2% 

建設業 359 6.4% 4.8% 63 3.6% 5.1% 

製造業 462 8.3% 11.6% 532 30.6% 41.0% 

電気・ガス・熱供給・水道業 21 0.4% 0.4% 41 2.4% 1.6% 

情報通信業 352 6.3% 7.6% 159 9.2% 11.9% 

運輸業、郵便業 197 3.5% 2.9% 29 1.7% 2.1% 

卸売業、小売業 1,006 18.0% 17.2% 35 2.0% 3.0% 

金融業、保険業 386 6.9% 8.5% 30 1.7% 1.7% 

不動産業、物品賃貸業 158 2.8% 2.9% 2 0.1% 0.5% 

学術研究、専門・技術サービス業 204 3.6% 3.4% 149 8.6% 7.1% 

宿泊業、飲食サービス業 160 2.9% 2.6% 5 0.3% 0.3% 

生活関連サービス業、娯楽業 184 3.3% 3.3% 10 0.6% 0.6% 

教育、学習支援業 371 6.6% 8.0% 245 14.1% 8.9% 

医療、福祉 722 12.9% 13.4% 214 12.3% 5.3% 

複合サービス事業 85 1.5% 1.3% 15 0.9% 0.4% 

サービス業(他に分類されないもの) 219 3.9% 4.5% 22 1.3% 3.0% 

公務(他に分類されないものを除く) 610 10.9% 5.9% 134 7.7% 5.0% 

上記以外のもの 76 1.4% 1.4% 24 1.4% 2.0% 

 

 就職先の所在地を「札幌（市内）」、「札幌以外（の）道内」、「道外」別にみると、大学卒では「札

幌」が 46.9％と最も多く、次いで「道外」の 31.5％」、「札幌以外道内」の 21.4％となっている。 

 一方、大学院卒では「道外」が最も多く 64.1％、次いで「札幌」の 26.3％となっており、「札幌

以外道内」は 8.8％となっている。 
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■ 大学卒、大学院卒別就職先所在地（平成 26年） ■ 

 

 

就職先所在地について様々な区分からみると、男女別では「女性」の「札幌」の比率が 51.9％と

「男性」より 8.6ポイント高くなっている。「国公立」と「私立」の別でみると、「札幌」がそれぞ

れ 40.1％、49.1％となっている一方、「道外」ではそれぞれ 42.5％、28.3％となっており、「国公立」

が「私立」を 14.2ポイント上回っている。 

その他の区分も概ね「札幌」の比率が 40～50％程度になっているが、専攻に関して「道外」が多

いものをみると、サンプル数が少ないが「理学」で 70.0％、「農学」で 66.4％とそれぞれ過半数を

超えているほか、「工学」で 48.9％となるなど、「理系」でみても 42.2％となり、「文系」の 27.6％

を 14.6ポイント上回っている。 

大学院卒についてみると、「総数」では「札幌」が 26.5％と大学卒を 20.5ポイント下回っており、

「道外」は 64.6％と大学卒を 33.0ポイント上回っているが、「札幌以外道内」は 8.9％と低い水準

にある。 

その他の区分については、「道外」について「国公立」（66.3％）が「私立」（38.9％）を大きく上

回るなど、その傾向は大学卒よりも顕著になっている。専攻に関して「道外」が多い区分は、「理学」

と「工学」の 82.2％、「農学」の 76.1％などとなっているが、「理系」も 70.2％と７割を超える水準

にある。 

なお、「道外」が４割を下回る区分は、「保健」の 15.3％、「教育」の 21.1％、「文系」の 35.4％、

「私立」の 38.9％の４区分となっている。 

  

46.9% 

26.3% 

21.4% 

8.8% 

31.5% 

64.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学卒(5,593人) 

大学院卒(1,736人) 

札幌 札幌以外道内 道外 
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■ 大学卒の区分別就職先所在地（平成 26年） ■ 
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■ 大学院卒の区分別就職先所在地（平成 26年） ■ 
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社会科学(116) 
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②ヒアリングによる就職の状況 

②－１ ヒアリング結果による全体概況 

※大学や学部によって就職状況に大きな違いあり 

○国公立と私立、文系と理系などで特に顕著 

・異なる状況にあることから、それぞれで課題を整理し、対策を検討する必要あり 

 

※全体的に当初の地元志向は強いが、結果的に道外に流出せざるを得ない状況 

○入学後３年前後で意識が変化する学生あり 

・実際の就職活用に入る前に意識を啓発する取り組みが必要 

・親の影響も大きい（概して地元、大企業志向） 

 

※一部学生の就職に対する意識自体は決して高くない 

○就職に限定せず、人生設計やキャリアプランといった視点からのアプローチも必要 

・就職や仕事に対する意識の底上げ 

・個別の心理面や精神面などを見据えたカウンセリングも不可欠 

 

※企業などの情報収集は学生側の自助努力が中心（ネット利用が一般的） 

○ネット利用が中心となっている学生の情報収集に対するサポートも必要 

・大学だけでなく、行政や支援機関が行える情報の整理や提供もあるはず 

 

※道内企業の採用活動も、道外企業に比べて緩く、さらなる情報発信が必要 

○道内企業に対する意識啓発も必要 

・道外企業の活用紹介など、「採用活動の実情」を企業側に情報発信 

 

※地元中小企業の情報が少なく、就職先の有力な候補となっていない 

○学生側の意識啓発と同時に、企業側の情報整備や発信も必要 

・行政や支援機関などによるデータの整備や発信が有効 
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②－２ 国公立・私立別にみたヒアリング結果 

※特に私立では地元志向が強い（ただし、最初から地元就職をあきらめている層も多い） 

○私立では当初から「地元」に絞った就職活動を行う学生も多い 

・一方で「札幌圏なら地元就職は可能」との意見もあり 

・同様に「地元企業のことをよく知らない」といった指摘も多い 

 

※「地元には充分な就職先がそもそもない」といった意識も強い 

○道外企業に比べて採用活動が活発でないことも要因 

・学生に対する充分かつ有効な情報提供を行っていく必要あり 

・企業側の採用活動自体を活発化させる仕組みも必要 

・例えば少なくない大企業志望の場合は、結果的に道外志向となる 

 

②－３ 学部・学科別にみたヒアリング結果 

※私立文系では、事実上業種が選べない状態（採用数が少なく選り好みができない） 

○「業種」や「職種」よりも「地元」が優先している現実 

・同じ地元就職であっても、数多くの選択肢（企業）を用意すべき 

 

※理系では、就職が困難だから進学といった選択肢もあり 

○就職先の目処さえつけば、地元就職を選択する可能性あり 

・全国との比較でみても、「就職難」が進学につながっていないか 

 

※理系で大手メーカー志望だと、必然的に道外志望とならざるを得ない 

○様々な選択肢（企業）があれば、判断が変わる余地あり 

・地元志向があるにもかかわらず、仕方なく道外に就職する学生はいる 

 

※医療系は就職が好調も、地元志向については大学によってばらつきあり 

○医療系は明らかに学生側の「売り手」市場 

・同じ医療系でありながら、地元志向の度合いに違いがあるのは、地域とのつながりの差 
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４．今後の取り組み 

 

①調査結果から導き出された重要な課題 

○大学や学部・学科によって置かれている状況がバラバラ 

・このような就職環境の改善を図るためには地域における様々な連携が不可欠 

・ただし、状況はそれぞれ異なることから、地域の大学間連携は緩やかに、テーマ別には深く設

定する必要あり 

 

○学生側、道内企業側双方の意識喚起が必要 

・道外企業に比べ、取り組みは不十分であることから、意識喚起はもちろん、活動活発化に向け

た「仕掛け」が必要 

 

○道内企業の情報やマッチング体制が不足（情報収集は学生個人に依存） 

・学生をターゲットにした情報発信をより充実させる必要あり 

・ただし、地域の中小企業を前提とすると、個社別のマッチングには限界があることから、より

大きな「枠組み」での取り組みが必要 

 

②今後の方向性 

○大学間連携のあり方検討 

・例えば「北海道地区ＦＤ・ＳＤ推進協議会」などの取り組みなどを参考にできないか 

・これら各大学の実情を考えると、表面上は緩やかに、テーマ別には深い（大学側が選べる）「連

携」が望ましいのではないか 

・企業、あるいは行政や関係機関の早い段階での参画も不可欠 

 

○大学と企業の関係構築 

・テーマによっては、大学（研究室・教員）と（採用側にもなる）企業との共同研究などもある

ことから、場合によっては採用との連動、連携も考えられないか 

・ただし、こうした連携を実現させるためには、就職・採用に限らず、地域の大学と企業などの

連携を予め深めておく必要あり 

・学生だけでなく、地域の中高生に対しても「職業体験」などの機会をさらに充実させていくべ

き 

 

○学生側と市内（道内）企業側の意識啓発 

・学生側に対しては、各大学あるいは大学側の連携による直接・間接の対応が不可欠 

・企業側に対しては、行政や関係機関などの協力が前提となる 

 

○地元企業に関する情報発信の充実 

・これまでの取り組みに加えて、地元企業のデータベース化などに取り組めないか 
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・リクナビなどのネット利用度が高いことから、これらを踏まえた新たな利活用方法が考えられ

ないか 

・ＯＢ、ＯＧなども一部では貴重な情報源となっていることから、ＳＮＳを含めた活用方法が考

えられないか 

 

○新たなマッチング機会の提供 

・たとえば「セコム」のように、地域の企業と連携して、企業情報の提供のほか、学生にとって

利便性の高いセミナーやガイダンス、インターンシップの機会の提供などを包括的に行うこと

はできないか 

・企業での実践的な職業教育、インターンシップの単位認定により、地域と大学の関係をさらに

深めていくことはできないか 

・個社別のビジネスモデル検討はもちろん、企業側が求める特定テーマ（技術開発やデザイン、

マーケティングなど）の共同研究の推進などにより、関係強化を図ることはできないか 

 

○地元企業に対する働きかけ 

・人手不足が顕在化している業種（ホテルや運輸、建設など）も多いことから、業界団体等と連

携して採用に向けた取り組みができないか 

・例えば中小企業診断士などによる人材コンサルなど、新卒者の採用も念頭に置いた企業側への

働きかけができないか（経済団体や診断士会などとの連携） 

 

○道外就職者に対する働きかけ 

・将来的なＵターン等も考えている学生もいることから、既卒者などに対しても継続的な情報発

信や就職活動などの機会提供を行って囲い込んでいくことはできないか 
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 【
札
幌
市
よ
り
】

 

 
- 

1 
- 

- 
2 

- 

市
内
大
学
生
及
び
大
学
院
生
の
地
元
就
職
促
進
施
策
検
討
調
査
 

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
（
お
願
い
）
 

 

札
幌
市
で
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

特
に

20
代
の
若
者
の
道
外
へ
の
転
出
が
、
全
年
代
の
中
で
最
も
多
い
状
況
に
あ
り
、
中
で
も
市
内
の
学
生
（
大
学
生

及
び
大
学
院
生
）
の
約
４
割
が
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
道
外
へ
の
就
職
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
札
幌
市
で
は
、
北
海
道
・
札
幌
の
未
来
を
担
う
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
札
幌
で
希
望

ど
お
り
に
就
職
し
、
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
希
望
す
る
勤
務
地
や
業
種
、
就
職

活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
重
視
す
る
点
、
市
内
中
小
企
業
の
就
職
情
報
の
入
手
環
境
な
ど
を
調
査
し
、
計
画
の
策
定

や
施
策
の
立
案
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
恐
縮
で
す
が
、
本
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
記
入
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

◆
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
 

１
. 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
札
幌
市
内
の
大
学
に
在
籍
す
る
大
学
生
（
４
年
生
）
及
び
大
学
院
生
（
修
士
課

程
２
年
生
）
を
対
象
に
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

２
. 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
記
名
で
お
答
え
い
た
だ
き
、
統
計
的
に
処
理
を
行
っ
た
上
で
、
公
表
を
行
い

ま
す
の
で
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◆
 
記
入
上
の
ご
注
意
 

１
. 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ご
本
人
が
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

２
. 

質
問
ご
と
に
、
答
え
を
「
１
つ
」、
「
３
つ
」
な
ど
指
定
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。
 

  Ⅰ
 
あ
な
た
の
こ
と
に
つ
い
て
 

 問
１
 
あ
な
た
の
性
別
、
年
齢
、
所
属
（
大
学
・
学
部
・
学
科
・
年
次
）
を
お
伺
い
し
ま
す
。
 

性
 
別
 

１
 
男
性
 

２
 
女
性
 

年
 
齢
 

 
 
 
 
 
 
歳
 
（
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
）
 

所
 

属
 

大
学
生
 

 
 
 
 
 
 
大
学
 
 
 
 
 
 
学
部
 
 
 
 
 
 
学
科
 
 
 
 
 
 
年
 

大
学
院
生
 

 
 
 
 
 
 
大
学
大
学
院
 
 
 
 
 
 
 
研
究
科
修
士
 
 
 
 
 
 
 
年
 

 問
２
 
あ
な
た
の
出
身
地
（
実
家
が
あ
る
都
道
府
県
市
町
村
名
）
を
お
伺
い
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
都
・
道
・
府
・
県
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市
・
町
・
村
 

 問
３
 
あ
な
た
は
、
就
職
活
動
（
※
）
を
既
に
開
始
し
て
い
ま
す
か
？
（
○
は
１
つ
）
 

１
 
就
職
活
動
を
開
始
し
て
い
る
 
ま
た
は
、
就
職
先
が
既
に
決
ま
っ
て
い
る
 
 
 
 
【
問

４
へ

】
 

２
 
就
職
活
動
を
ま
だ
し
て
い
な
い
が
、
今
後
開
始
す
る
予
定
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
問

５
へ

】
 

３
 
大
学
院
へ
の
進
学
等
を
予
定
し
て
お
り
、
就
職
活
動
は
今
後
も
行
わ
な
い
 
 
 
 
【
調
査
終
了
】
 

◎
こ

こ
で

ア
ン

ケ
ー

ト
終

了
で

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

就
職

支
援

担
当

部
署

に
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

※
 

こ
こ

で
い

う
就

職
活

動
と

は
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
支

援
サ

イ
ト
を

使
っ

た
情

報
収

集
、

エ
ン

ト
リ

ー
、

企
業

説
明

会
へ

の
参

加
、

公
務

員
試

験
の

学
習

な
ど

。
 

Ⅱ
 
就
職
に
つ
い
て
 

 問
４
 
＜
問
３
で
「
１
」
を
選
択
し
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
＞
 

就
職
活
動
を
開
始
す
る
前
と
現
在
で
は
、
希
望
（
予
定
）
し
て
い
る
「
主
な
勤
務
地
」
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？
就

職
活
動
を
開
始
す
る
前
と
、
現
在
の
希
望
（
予
定
）
し
て
い
る
「
主
な
勤
務
地
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
選
ん
で

く
だ
さ
い
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）
 

Ａ
 
就
職
活
動
を
 

開
始
す
る
前
の
希
望
 

１
 
札
幌
市
内
 

３
 
首
都
圏

（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）
 

５
 
海
外
（
国
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
札
幌
市
以
外
の
道
内
 

４
 
首
都
圏
を
除
く
道
外
 

（
府
県
名
：
 
 
 
 
 
 
 
府
・
県
）
 

Ｂ
 
現
在
の
希
望
 

（
予
定
）
 

１
 
札
幌
市
内
 

３
 
首
都
圏

（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）
 

５
 
海
外
（
国
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
札
幌
市
以
外
の
道
内
 

４
 
首
都
圏
を
除
く
道
外
 

（
府
県
名
：
 
 
 
 
 
 
 
府
・
県
）
 

 問
５
 
＜
問
３
で
「
２
」
を
選
択
し
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
＞
 

現
在
予
定
し
て
い
る
「
主
な
勤
務
地
」
は
、
ど
こ
で
す
か
？
 
未
定
の
場
合
は
、
最
も
可
能
性
が
高
い
も
の
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。（

○
は
１
つ
）
 

１
 
札
幌
市
内
 

３
 
首
都
圏
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）
 

５
 
海
外
（
国
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
札
幌
市
以
外
の
道
内
 

４
 
首
都
圏
を
除
く
道
外
（
府
県
名
：
 
 
 
 
府
・
県
）
 

 問
６
 
＜
問
４
ま
た
は
問
５
で
「
３
、
４
、
５
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
＞
 

道
外
を
「
主
な
勤
務
地
」
と
し
て
希
望
（
予
定
）
す
る
理
由
は
何
で
す
か
？
 

次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、
最
大
３
つ
ま
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（

○
は
３
つ
ま
で
）
 

１
 
本
当
は
道
内
で
就
職
し
た
い
が
、
道
内
企
業
の
就
職
に

関
す
る
情
報
が
乏
し
い
か
ら
 

３
 
競
争
が
厳
し
い
な
が
ら
も
、
自
分
が
成
長
で
き
る
環
境

で
働
き
た
い
か
ら
 

５
 
元
々
道
外
出
身
で
あ
る
た
め
、
自
分
の
地
元
や
そ
の
近

く
で
就
職
し
た
い
か
ら
 

７
 
知
名
度
の
あ
る
大
手
企
業
に
勤
め
た
い
か
ら
 

９
 
北
海
道
・
札
幌
の
風
土
が
好
き
で
は
な
い
か
ら
 

２
 
道
内
で
就
職
し
た
い
が
、
賃
金
や
雇
用
の
安
定
性
な
ど

条
件
面
で
希
望
に
あ
う
企
業
が
道
内
に
少
な
い
か
ら
 

４
 
自
分
の
専
門
分
野
や
技
能
を
活
か
せ
る
仕
事
に
つ
き

た
い
か
ら
 

６
 
海
外
と
の
取
引
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事
に
携
わ
り

た
い
か
ら
 

８
 
道
外
の
方
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
充
実
し
そ
う
だ
か
ら
 

10
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 問
７
 
あ
な
た
が
、
現
在
希
望
（
予
定
）
し
て
い
る
「
業
種
」（

営
業
や
販
売
と
い
っ
た
「
職
種
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
に
つ
い
て
、

希
望
す
る
業
種
（「

日
本
標
準
産
業
分
類
」
の
産
業
大
分
類
）
を
最
大
３
つ
ま
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（

○
は
３
つ
ま
で
）
 

１
 
農
林
漁
業

（
農
業
・
園
芸
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
含
む
）
 

３
 
建
設
業
 

５
 
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
 

７
 
運
輸
業

（
鉄
道
業
や
旅
客
運
送
業
、
貨
物
運
送
業
、
航
空
運
輸
業
な
ど
） 

９
 
金
融
業
、
保
険
業

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
な
ど
を
含
む
）
 

11
 
学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
（
※
１
）
 

13
 
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
（
※
２
）
 

15
 
医
療
、
福
祉

（
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事
業
な
ど
を
含
む
）
 

17
 
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
（
※
３
）
 

２
 
鉱
業

（
金
属
鉱
業
、
原
油
・
天
然
ガ
ス
鉱
業
、
採
石
業
な
ど
）
 

４
 
製
造
業
（
食
料
品
製
造
業
や
繊
維
工
業
、
印
刷
業
、
鉄
鋼
業
な
ど
を
含
む
） 

６
 
情
報
通
信
業

（
放
送
業
や
新
聞
業
、
出
版
業
、
広
告
業
な
ど
を
含
む
）
 

８
 
卸
売
業
、
小
売
業
 

10
 
不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業
 

12
 
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
 

14
 
教
育
、
学
習
支
援
業

（
学
習
塾
や
音
楽
教
授
業
な
ど
を
含
む
）
 

16
 
複
合
サ
ー
ビ
ス
業

（
郵
便
局
や
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
な
ど
）
 

18
 
公
務
 

※
１

：各
種

研
究

所
や

法
律

事
務

所
、

公
認

会
計

士
事

務
所

、
税

理
士

事
務

所
、
経

営
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
業

、
広

告
代

理
店

業
、

建
築

設
計

業
、

測
量

業
、

写
真

業
な

ど
。

 
※

２
：洗

濯
・理

容
・美

容
・浴

場
業

、
旅

行
業

、
結

婚
式

場
業

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
提

供
業

、
パ

チ
ン

コ
業

な
ど

。
 

※
３

：廃
棄

物
処

理
業

や
自

動
車

整
備

業
、

機
械

等
修

理
業

、
職

業
紹

介
・労

働
者

派
遣

業
、

警
備

業
、

政
治

・経
済

・文
化

団
体

、
宗

教
な

ど
。
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- 

3 
- 

- 
4 

- 

問
８
 
就
職
先
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
ま
す
か
？
  

※
そ
れ
ぞ
れ
○
は
１
つ
 

特
に
重
視
 
や
や
重
視
 

あ
ま
り
 

重
視
し
な
い
 

全
く
 

重
視
し
な
い
 

Ａ
 
転
勤
が
な
い
、
ま
た
は
少
な
い
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｂ
 
家
族
や
知
人
が
近
く
に
住
む
地
域
で
あ
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｃ
 
企
業
等
に
成
長
性
や
将
来
性
が
あ
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｄ
 
賃
金
が
高
い
、
ま
た
は
福
利
厚
生
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｅ
 

企
業
等
に
知
名
度
が
あ
る
、
ま
た
は
企
業
規
模
が
大
き
い
こ
と

 
１
 

２
 

３
 

４
 

Ｆ
 

企
業
等
の
組
織
の
雰
囲
気
や
社
風
が
自
分
に
あ
っ
て
い
る
こ
と

 
１
 

２
 

３
 

４
 

Ｇ
 
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事
が
で
き
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｈ
 
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

 
１
 

２
 

３
 

４
 

Ｉ
 
大
学
で
学
ん
だ
専
門
分
野
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｊ
 
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
両
立
で
き
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｋ
 
家
族
や
指
導
教
授
の
勧
め
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｌ
 
企
業
等
に
知
り
合
い
や
先
輩
が
い
る
こ
と
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 問
９
 
市
内
中
小
企
業
（
※
）
は
、
あ
な
た
の
大
学
卒
業
後
の
就
職
先
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？
（
○
は
１
つ
）
 

１
 
極
め
て
 

有
力
な
対
象
先
 

２
 
有
力
な
 

対
象
先
 

３
 
対
象
先
の
 

一
つ
 

４
 
対
象
先
と
し
て
 

有
力
で
は
な
い
 

５
 
対
象
先
 

で
は
な
い
 

※
 

札
幌

市
内

に
本

社
を

置
き

、
従

業
員

が
30

0
人

未
満

の
企

業
の

こ
と

。
 

 問
10
 
あ
な
た
が
市
内
中
小
企
業
へ
の
就
職
を
検
討
す
る
場
合
、
必
要
な
情
報
が
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
 

感
じ
ま
す
か
？
（
○
は
１
つ
）
 

１
 
十
分
に
提
供
 

さ
れ
て
い
る
 

２
 
あ
る
程
度
 

提
供
 

３
 
少
し
 

 
 
足
り
な
い
 

４
 
か
な
り
 

 
 
足
り
な
い
 

５
 
全
く
 

不
十
分
 

 問
11
 
市
内
中
小
企
業
の
魅
力
を
紹
介
す
る
機
会
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
知
り
た
い
で
す
か
？
 

次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、
最
大
３
つ
ま
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（

○
は
３
つ
ま
で
）
 

１
 
賃
金
や
福
利
厚
生
な
ど
の
雇
用
条
件
 

３
 
企
業
の
将
来
性
や
今
後
の
事
業
展
開
 

５
 
仕
事
の
や
り
が
い
 

７
 
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
 

９
 
若
手
社
員
の
定
着
状
況
 

11
 
地
元
で
働
く
こ
と
の
魅
力
 

２
 
企
業
の
概
要
や
社
員
の
仕
事
内
容
 

４
 
企
業
の
社
風
や
働
く
人
の
雰
囲
気
 

６
 
求
め
る
人
物
像
 

８
 
入
社
後
の
研
修
 

10
 
採
用
の
選
考
方
法
・
選
考
基
準
 

12
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 問
12
 
あ
な
た
が
市
内
中
小
企
業
に
就
職
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
で
す
か
？
（
自
由
記
入
）
 

 

問
13
 
市
内
中
小
企
業
の
就
職
に
関
す
る
情
報
の
入
手
手
段
と
し
て
、
下
記
の
項
目
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
重
視
し
ま
す
か
？

 

※
そ
れ
ぞ
れ
○
は
１
つ
 

特
に
重
視
 

や
や
重
視
 

あ
ま
り
 

重
視
し
な
い
 

全
く
 

重
視
し
な
い
 

Ａ
 

大
学
内
で
の
企
業
説
明
会
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｂ
 

学
生
有
志
に
よ
る
就
職
支
援
組
織
に
よ
る
企
業
説
明
会
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｃ
 

民
間
企
業
や
自
治
体
が
主
催
す
る
合
同
説
明
会
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｄ
 

ﾊﾛ
ｰﾜ
ｰｸ
や
ｼﾞ
ｮﾌ
ﾞｶ
ﾌｪ
等
の
公
的
機
関
の
就
職
支
援
窓
口
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｅ
 

大
学
の
就
職
支
援
担
当
部
署
か
ら
の
求
人
提
供
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｆ
 

市
内
中
小
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｇ
 

現
地
企
業
見
学
ツ
ア
ー
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｈ
 

リ
ク
ナ
ビ
な
ど
就
職
支
援
サ
イ
ト
の
情
報
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｉ
 

市
内
中
小
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｊ
 

大
学
の
指
導
教
員
や
就
職
支
援
担
当
者
の
勧
め
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｋ
 

大
学
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
か
ら
の
情
報
 

１
 

２
 

３
 

４
 

Ｌ
 

家
族
や
知
人
か
ら
の
情
報
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 

※
 

以
上

の
項

目
に

は
新

卒
就

職
者

向
け

に
提

供
さ

れ
て

な
い

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
も

し
提

供
さ

れ
た

場
合

を
想

定
し

て
、

評
価

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

  Ⅳ
 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
 

 問
14
 
ど
の
よ
う
な
内
容
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
最
も
興
味
が
あ
り
ま
す
か
？
（
○
は
１
つ
）
 

１
 
会
社
・
職
場
見
学
 

２
 
実
際
の
職
場
で
の
仕
事
体
験
 

３
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
企
画
立
案
、
課
題
解
決
、
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
）
 

４
 
社
員
の
講
義
・
レ
ク
チ
ャ
ー
 

５
 
就
職
に
直
結
す
る
選
考
を
兼
ね
た
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
 

６
 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
興
味
は
な
い
 

 問
15
 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
で
最
も
望
む
も
の
は
、
ど
れ
で
す
か
？
（
○
は
１
つ
）
 

１
 
１
～
３
日
間
 

４
 
３
～
４
週
間
程
度
 

２
 
１
～
２
週
間
程
度
 

５
 
１
か
月
程
度
 

３
 
２
～
３
週
間
程
度
 

６
 
１
か
月
以
上
 

 問
16
 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
目
的
は
何
で
す
か
？
 
最
大
３
つ
ま
で
次
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

（
○
は
３
つ
ま
で
）
 

１
 
志
望
す
る
業
界
で
働
く
こ
と
を
経
験
す
る
た
め
 

３
 
自
分
の
専
攻
が
社
会
で
役
に
立
つ
か
知
る
た
め
 

５
 
企
業
等
で
「
働
く
」
経
験
を
す
る
た
め
 

７
 
就
職
活
動
に
有
利
だ
と
考
え
る
た
め
 

９
 
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め
 

２
 
特
定
の
企
業
の
こ
と
を
よ
く
知
る
た
め
 

４
 
仕
事
に
対
す
る
自
分
の
適
性
を
知
る
た
め
 

６
 
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
見
つ
け
る
た
め
 

８
 
単
位
を
得
る
た
め
 

10
 
学
生
生
活
で
の
目
標
を
見
つ
け
る
た
め
 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
以
上
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

記
入
を
終
え
た
調
査
票
は
、
所
属
大
学
の
就
職
支
援
担
当
部
署
の
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

 

【
問
 1
5 
へ
】

 

【
調
査
終
了
】

 


